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概要– 新型コロナウイルス感染症は未知の感染症であり，特効薬が存在しないため，世界中でさまざまな非薬品
介入 (以下 NPI)が行われ，その効果が検証されている．本研究では，エージェントベース感染症シミュレーショ
ンを用いて，日本で運用された NPIである，接触追跡アプリに対する効果検証を行った．
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1 はじめに
新型コロナウイルス感染症 (以下新型コロナ)は未知
の感染症であり，2022年現在でも特効薬が存在しない
ため，世界中でさまざまなNPI1が行われ，その効果が
検証されている．日本においては，緊急事態宣言や，テ
レワークの推進などさまざまな対策が行われ，その中
の一つに接触確認アプリ COCOAの利活用がある．接
触確認アプリは，登場当初接触者の追跡に効果を発揮
することが期待されたが，諸問題 1)あり，導入が進ま
ず，またその効果についても検証されていない．
本研究では，個人同士の接触を再現することができ
るエージェントベース感染症シミュレーション (以下
ABES)を用いて，接触確認アプリの効果を検証する．
2 方法
2.1 エージェントベース感染症シミュレーション
本研究では，嶋ら (2021)2)で作成したABESをもと
に，伝染プロセスをスポットの汚染率から算出するモ
デルから，スポット内部で接触者を選択するモデルへ
と変更した．エージェントは，ステップ時間ごとに同一
のスポットに存在するエージェントを数名指定し，そ
のエージェントに対して接触を行う．接触による感染
確率は，スポットの種類と時間によって定義される．
2.2 検査プロセスと接触追跡アプリの実装
陽性者を特定する方法として，保健所や医療機関が
行う検査がある．本研究では，シミュレーション上に
個人の自発的な受診 (自発的検査)と，検査通知による
濃厚接触者に対する検査を実装した．

• 自発的検査
– 有症のエージェントが，ある割合で保健所に
相談し検査に向かう．検査により陽性であっ
た場合は隔離され，周辺者に通知が行われる．

• 検査通知
– 周辺者は陽性となったエージェントの家族と，
職場からランダムに数名をピックアップした
ものである．非検査通知エージェントはある
割合で検査を受ける．

1Non pharmaceutical interventions: 感染症に対するリスクコ
ミュニケーションや，政府による支援もこれにあたる．

• 接触確認アプリ
– 接触確認アプリを保持しているエージェント
同士が接触した場合，互いに接触者が記録さ
れる．2週間以内の接触者が陽性となった場
合，検査の通知が行われ検査を受診する．

2.3 検証シナリオ
感染症発生初期を想定し，2020年 2-4月ごろの感染
状況を固定値として付与する．接触確認アプリの導入
率と，検査通知による検査受診率をパラメータとし，感
染者数の抑制効果を確認する．
3 結果
対象地域を北海道，初期感染者数を 50 人としたシ
ミュレーションを行った．一例として通知による検査
受診率を 100%，接触確認アプリの導入率を 0%,100%
とした結果を Fig.1に示す．接触追跡アプリケーション

Fig. 1: 新規感染者数
の導入率が 100%である時に，感染者数を最大 1割ほど
削減する効果が期待できることが示された．
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